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「
介
護
保
険
」
「
医
療
保
険
」
で

　

緊
急
集
会
を
呼
び
か
け

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
常
任
幹
事
会
は
、
最
近
の
医

療
・
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況
を
討
議
し

た
結
果
、
秋
に
行
っ
て
い
る
「
全
国
患

者
・
家
族
集
会
」
を
差
し
迫
っ
た
緊
急

課
題
、
介
護
保
険
構
想
に
反
対
し
、
医

療
保
険
制
度
改
悪
に
反
対
す
る
集
会
に

切
り
換
え
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
最
善
・

みんなの願いに逆行する社会保障制度の改悪反対

人として尊重される『介護』を

介護保険構想に反対し、

医療保険制度改悪に反対する

全国患者・家族11.10集会

1
1
月
1
0
日
東
京
・
霞
ヶ
関
で

最
良
の
医
療
と
福
祉
の
充
実
を
願
っ
て

運
動
を
進
め
て
さ
ま
し
た
。
し
か
し
、

患
者
・
家
族
の
実
態
や
願
い
を
無
視
し

た
医
療
保
険
制
度
の
改
悪
、
後
退
は
患

者
不
在
、
経
済
効
率
優
先
と
い
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
「
保
険
料
あ
っ
て
介
護

な
し
」
の
恐
れ
の
あ
る
「
介
護
保
険
」

構
想
も
、
依
然
と
し
て
家
族
に
大
き
な

犠
牲
を
強
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
健

日

　　

時:1996年11月10日（日）

　　　　　　

午後２時～５時

場

　　

所：霞ヶ関ビル「プラザホール」

　　　　　

地下鉄銀座線・虎ノ門

記念講演：相渾興一・福島大学教授

主

　　

催：日本患者・家族団体協議会

保
本
人
の
患
者
負
担
の
倍
増
、
老
人
健

保
の
定
額
制
か
ら
定
率
制
へ
、
薬
剤
の

３
割
か
ら
５
割
負
担
、
病
院
へ
の
受
診

制
限
な
ど
、
医
療
保
険
制
度
の
改
悪
は
、

ぎ
り
ぎ
り
の
家
計
を
さ
ら
に
圧
迫
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
上
う
な
社
会
保
障
制

度
の
後
退
は
、
も
は
や
個
人
の
「
自
助

努
力
」
で
は
解
決
で
き
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
憲
法
2
5
条
の
「
生
存
権
」
を

侵
す
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

か
つ
て
、
医
療
保
険
制
度
が
改
悪
さ

れ
よ
う
と
し
た
時
、
ま
た
、
入
院
給
食

患
者
負
担
が
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
た
時
、

私
た
ち
は
反
対
運
動
に
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
患
者
と
し
て
は
無
謀
と
も
思
え

た
「
座
り
込
み
」
も
敢
行
し
ま
し
た
。

　

患
者
運
動
の
先
輩
や
仲
間
が
多
く
の

犠
牲
と
運
動
で
闘
い
と
っ
て
き
た
成
果

を
私
た
ち
の
時
代
で
後
退
さ
せ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
将
来
に
わ
た
っ
て
、
豊
か

な
医
療
と
福
祉
の
実
現
を
、
す
べ
て
の

人
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
と
願
っ
て

緊
急
集
会
の
開
催
を
提
案
し
ま
す
。

　

多
く
の
仲
間
に
呼
び
か
け
、
学
習
し

議
論
を
深
め
る
場
と
し
て
Ｊ
Ｈ
・
1
0
集

会
」
に
一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
参
加

を
呼
び
か
け
ま
す
。

９
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難
病
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

具
体
的
計
画
本
決
ま
り

　

７
月
８
日
、
厚
生
省
は
各
都
道
府
県
・

政
令
市
・
巾
核
市
の
福
祉
担
当
者
会
議
を

開
催
し
、
難
病
患
者
の
在
宅
福
祉
施
策
の

概
要
を
担
当
者
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
説
明
会
は
、
昨
年
1
i
-
Ｈ
月
、
障

害
者
プ
ラ
ン
や
難
病
対
策
専
門
委
員
会
最

終
報
告
の
五
番
目
の
柱
と
し
て
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
向
上
を
目
指
し
た
福
祉
施
策
の
推
進
」

が
提
言
さ
れ
た
の
を
受
け
た
も
の
で
す
。

在
宅
難
病
忠
者
等
の
療
養
生
活
を
支
援
す

る
生
活
支
援
事
業
が
来
年
１
月
１
日
か
ら

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
施
の
た
め
の
9
6
年
度
予
算
額
は
二
億

一
千
万
円
、
国
が
二
分
の
一
、
都
道
府
県

及
び
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
四
分
の
一
を
負

担
し
ま
す
。
事
業
内
容
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業
（
9
6
年
度
千
人
）
、
短
期

入
所
事
業
（
同
三
十
人
分
）
、
口
常
生
活

用
具
給
付
事
業
（
同
六
品
目
）
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
事
業
（
同
千
人
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
主
体
は
市
町
村
と
し
、
対
象
者
は

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
り
、
介

護
、
家
事
等
の
便
宜
を
必
要
と
す
る
1
8
歳

以
上
の
難
病
患
者
等
。

　

①
別
に
定
め
る
特
定
疾
患
調
査
研
究
事

業
の
対
象
疾
患
患
者
（
別
掲
）
及
び
慢
性

関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者

　

②
在
宅
で
療
養
が
可
能
な
程
度
に
病
状

が
安
定
し
て
い
る
と
医
師
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
る
者

　

③
老
人
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法

等
の
施
策
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
者

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

１

　

事
業
の
内
容

　

（
１
）
入
浴
の
介
護
／
排
泄
の
介
誕
／
食

　

事
の
介
護
／
衣
類
着
脱
の
介
護
／
身
体

　

の
清
拭
、
洗
髪
／
通
院
等
の
介
助

　

（
２
）
調
理
／
衣
類
の
洗
濯
、
補
修
／
住

　

居
等
の
掃
除
、
整
理
整
頓
／
生
・
后
必
需

　

品
の
買
い
物
／
関
係
機
関
と
の
連
絡

　

（
３
）
生
活
、
身
上
、
介
護
に
関
す
る
相

　

談
、
助
言

　

（
４
）
（
１
）
か
ら
（
３
）
に
附
帯
す
る
そ
の

　

他
必
要
な
介
護
。
家
事
。
相
談
、
助
言

２

　

対
象
者
の
決
定

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
造
を
受
け
た
い

場
合
は
、
「
派
遣
申
詰
書
」
及
び
「
診
断

書
」
を
市
町
村
長
に
提
出
（
申
請
者
は
本

人
ま
た
は
世
帯
の
生
計
中
心
者
）
。

　

市
町
村
長
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
回

数
、
時
間
数
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
費

用
負
担
区
分
を
決
定
す
る
。

ず

日常生活用具

種　　目 対象者 性　　　　　能

便　　　　器
常時介助を要

する者

難病患者等が容易に使用し得るもの

(手すりをつけることができる)

特殊マット
寝たきりの状

態にある者

砺樹の防止または失禁等による汚染

または損耗を防止できる機能を有す

るもの

特殊寝台
寝たきりの状

態にある者

腕、脚等の訓練のできる器具を付帯

し、原則として使用者の頭部及び脚

部の傾斜角度を個別に調整できる機

能を有するもの

特殊尿器
自力で排尿で

きない者

尿が自動的に吸引されるもので難病

患者等または介護者が容易に使用し

得るもの

体位変換器
寝たきりの状

態にある者

介助者が難病患者等の体位を交換さ

せるのに容易に使用し得るもの

入浴補助用具
入浴に介助を

賢する者

入浴時の移動、座位の保持、浴槽へ

の入水等を補助でき、難病患者等ま

たは介幼者が容易に使用し得るもの

◆
短
期
入
所
事
業

１

　

実
施
施
設
等

　

実
施
は
医
療
法
で
規
定
し
て
い
る
医
療

提
供
施
設
（
病
院
・
診
療
所
・
老
人
保
健

施
設
）
で
市
町
村
長
が
指
定
し
た
施
設
の

空
ベ
ッ
ド
等
を
利
用
す
る
。

２

　

入
所
の
要
件

　

介
護
を
行
う
者
が
そ
の
居
宅
で
難
病
患

者
等
を
介
護
で
き
な
い
と
市
町
村
長
が
認

め
た
場
合
。

　

（
１
）
社
会
的
理
由

　

疾
病
、
出
産
、
冠
婚
葬
祭
、
事
故
、
災

　

害
、
失
踪
、
出
張
、
転
勤
、
看
護
。
学

　

校
等
の
公
的
行
事
へ
の
参
加

　

（
２
）
私
的
理
由

３

　

入
所
期
間

　

期
間
は
原
則
７
日
以
内
と
す
る
。

◆
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

用
具
の
給
付
は
「
診
断
書
」
を
市
町
村

長
に
提
出
（
申
請
者
は
本
人
ま
た
は
世
帯

の
生
計
中
心
者
）
、
市
町
村
長
は
要
否
を

決
定
す
る
。
必
要
な
川
具
の
漢
入
に
要
す

る
費
用
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
直
接
業
者

に
支
払
う
。

1996-9 、IP4･Φ倖‐
５θび



３

197()年２月25日第三種郵便物認可（毎週４（引ｺﾞ咄・火咄・木咄・金曜発行) SSKO　通巻2(i7SlT　199G年･9月９日発行

特定疾患調査研究事業の対象疾患

疾　忠　名 疾　患　名

１ 脊髄小脳変性症 60 ｌｇＡ腎症

２ シャイ・ドレーガー症候群 61 急速進行性糸球体腎炎

３ ウィリス動脈輪閉塞症 62 難治性ネフローゼ症候群

４ 正常圧水頭症 63 多発性嚢副腎

５ 多発性硬化症 64 肥大型心筋症

６ ｍ症筋無力症 65 拡張型心筋症

７ ギラン・バレー症候群 66 拘束型心筋症

８ フィッシャー症候群 67 ミトコンドリア病

９ 慢性炎症性脱同性多発神経炎 68 Pebi-y病

10 多発限局性運動性抹消神経炎（ルイス・サムナー症候群） 69 家族性突然死症候群

11 単クローン抗体を伴う抹消神経炎（クロウ・フカセ症候群） 70 原発性高脂血症

12 筋萎縮性側索硬化症 71 特発性間質性肺炎

13 脊髄性進行性筋ぶ縮症 72 サルコイドーシス

14 球脊髄萎縮症(Kennedy ―Alter ―Sung病） 73 びまん性汎絹気管支炎

15 脊髄空洞症 74 潰瘍性大腸炎

16 パーキンソン病 75 クローン病

17 ハンチントン病 76 自己免疫性肝炎

18 進行性核上性麻抑 77 原発性胆汁性肝硬変

19 線条体黒質変性症 78 劇症肝炎

20 ペルオキシソーム病 79 特発性門脈圧ﾌﾟG迭症

21 ライソソーム病 80 肝外門脈閉塞症

22 クロイツフェルI‥ヤコブ病(C J D) 81 Budd －Chiai-i症候群

23 ゲルストマン･ストロイスラー･シャインカー病(GSS) 82 肝内結石症

24 致死性家族性不眠症 83 肝内胆管障害

25 亜急性硬化性全脳炎(S S PE) 84 騨異胞繊維症

26 進行性多巣性白質脳症（ＰＭＬ） 85 重症急性豚炎

27 後縦靭帯骨化症 86 慢性腸炎

28 黄色靭帯骨化症 87 アミロイドーシス

29 前縦靭帯 ?化症 88 ベーチェット病

30 広範脊柱管狭窄症 89 全身性エリトマトーデス

３１ 特発性大腿骨頭壊死症 90 多発性筋炎・皮膚筋炎

32 特発性ステロイド性骨壊死症 91 シェーグレン症候群

33 網膜色素変性症 92 成人スティル病

34 加齢性jな斑班変性症 93 高安病（大動脈炎症候群）

35 難治性視神経症 94 バージャー病

36 突発性難聴 95 結節性多発動脈炎

37 特発性両側性感音難聴 96 ウェゲナー肉芽腫症

38 メニエール病 97 アレルギー性肉芽腫性血管炎

39 遅発性内リンパ水腫 98 悪性関節リウマチ

佃 ＰＲＬ分泌異常症 99 側頭動脈炎

41 ゴナドトロピン分泌異常症 100 抗リン脂質抗体症候群

42 ＡＤＨ分泌異常症 101 強皮症

43 中枢性根食異常症 102 好酸球性筋膜炎

44 原発性アルドステロン症 103 硬化性萎縮性苔痴

45 偽性低アルドステロン症 104 重症免疫不全症候群

46 グルココルチコイド抵抗症 105 若年性肺気腫

47 副腎酵素欠損症 106 ヒスチオサイトーシスＸ

48 副腎低形成（アジソン病） 107 肥満低換気症候群

49 偽性副甲状腺機能低下症 108 肺胞低換気症候群

50 ビタミンＤ受容機構異常症 109 原発性肺高泊I圧症

51 TSII受容体異常症 110 慢性肺血栓塞栓症

52 甲状腺ホルモン不応症 １１１混合性結合組織病

53 再生不良性貧血 112 神経線維腫症Ｉ聖（レツクリングハウゼン病）

54 溶血性貧血 113 神経線維腫症II型

55 不応性貧血（骨変異形成症候群） 114 結節性硬化症（ブリングル病）

56 骨髄繊維症 115 表皮水痢症

57 特発性血栓症 116 膿瘤性乾痘

58 血栓性血小板減少性紫斑病（ＴＴＰ） 117 天抱疸

59 特発性血小板減少性紫斑病 118 スモン

｡闘N≫<M≪n

　

1996- 9
５引



li)7()年２月25「|第三棚郵便物認可（毎週４回月曜・火曜・木曜・金雌発行) S S K 0　通巻2R7K号　1996年９月９口発行

入
院
給
食

　

1
0
月
か
ら
２
割
値
上
げ
し
て
7
6
0
円
に

　

７
月
3
1
日
、
医
療
保
険
審
議
会
は
厚
生

大
臣
か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
「
入
院
給
食
の

患
者
負
担
額
」
の
値
上
げ
を
了
承
し
ま
し

た
。
こ
の
答
申
は
、
健
康
保
険
法
改
悪
の

際
、
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
、
9
4
年
1
0
月

か
ら
入
院
給
食
の
患
者
負
担
額
は
Ｉ
口
六

百
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
経
過

措
政
期
間
が
切
れ
る
1
0
月
１
日
か
ら
入
院

給
食
費
の
患
者
負
担
額
を
2
7
％
値
上
げ
し

て
一
日
七
百
六
十
円
に
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
金
額
の
根
拠
は
、
9
5
年
度
家
計
調
査

の
一
般
世
帯
の
食
賢
に
物
価
上
昇
率
を
か

け
た
額
と
し
て
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

入
院
給
食
の
有
料
化
は
入
院
時
食
事
療

養
費
制
度
で
「
平
均
的
な
る
家
計
に
於
け

現　行 改悪後

一　　般 600円 7邱円

非

課
税
世
帯

入院３月目まで 450円 650円

入院4月目から 300円 500円

る
食
費
の
状
況
を
勘
案
し
て
厚
生
大
臣
の

定
む
る
額
（
健
保
法
4
3
条
の
1
7
の
②
）
」

と
し
て
規
定
さ
れ
、
一
日
六
百
円
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
今
年
1
0
月
か
ら
七
百
六
十
円
、

さ
ら
に
厚
生
省
の
意
向
で
自
由
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
入
院
給
食
の
「
院
外
調
理
」
が

9
6
年
４
月
か
ら
認
め
ら
れ
、
院
内
業
務
委

託
と
あ
わ
せ
た
院
外
セ
ン
タ
ー
方
式
が
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

治
療
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
患
者
の
健

康
の
回
復
を
は
か
る
医
療
の
立
場
を
無
視

し
、
「
直
営
の
原
則
［
医
療
法
が
]
条
）
」

に
反
す
る
も
の
で
す
。

・
阪
神
大
震
災
の
際
、
ま
た
、
い
ま
問
題

と
な
っ
て
い
る
0
1
5
7
に
よ
る
集
団
感

染
で
も
セ
ン
タ
ー
化
に
よ
る
危
機
管
理
へ

の
対
応
が
で
き
な
い
と
い
う
事
実
を
考
え

る
と
、
治
療
食
を
つ
く
る
設
備
と
人
材
を

病
院
自
ら
持
つ
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

重
度
障
害
者
な
ど
へ
の
入
院
給
食
費
の

公
費
助
成
は
、
地
難
連
を
は
じ
め
多
く
の

団
体
の
迎
動
で
現
在
3
1
都
府
県
（
一
部
市

町
村
を
含
む
）
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
入
院
給
食
費
の
値
上
げ
を
機
会
に
厚

生
省
は
助
成
実
施
県
に
再
び
圧
力
を
か
け

て
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
動
き
を

ﾊﾞ41

警
戒
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

入
院
給
食
を
経
済
効
率
優
先
の
民
間
営

利
企
業
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
安
全
で

衛
生
的
な
配
慮
か
ら
各
病
院
で
責
任
を
も

っ
た
「
治
療
の
一
環
」
と
と
ら
え
、
入
院

9
7
年
度
厚
生
省

　

概
算
要
求
ま
と
ま
る

　

厚
生
省
は
一
九
九
七
年
度
厚
生
省
予
算

の
概
算
要
求
の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

概
算
要
求
額
は
一
五
兆
二
〇
二
四
億
円

で
、
前
年
度
予
算
比
八
六
一
五
億
円
増
の

対
前
年
度
伸
び
率
六
・
〇
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
主
な
概
算
要
求
内
容
（
単
位
百
万
円
）

　
　

（

　

）
内
は
前
年
度
予
算
額

・
高
齢
者
在
宅
対
策

　

二
三
七
、
二
二
四
（
一
八
九
、
五
八
三
）

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
　

（
ヘ
ル
パ
ー
数
）
二
九
、
四
二
六
人
増

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
　

（
対
象
人
員
）

　

八
、
一
〇
七
人
分
増

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　

（
実
施
箇
所
）

　
　

一
。
三
五
〇
箇
所
増

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

（
実
施
箇
所
）

　
　

一
、
五
〇
〇
箇
所
増

・
高
齢
者
施
設
対
策

　

六
〇
四
、
九
八
七
（
五
三
九
、
八
九
八
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　

一
五
、
六
〇
〇
人
分
増

給
食
費
の
患
者
・
家
族
へ
の
負
担
に
反
対

し
、
今
後
も
入
院
給
食
費
の
県
公
費
助
成

の
実
施
拡
大
を
求
め
る
運
動
を
す
す
め
る

一
方
、
入
院
給
食
の
忠
者
負
担
撤
廃
を
め

ざ
し
運
動
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス

　

一
三
、
一
五
〇
人
分
増

・
障
害
者
地
域
生
活
支
援
施
策

　
　
　

五
五
、
四
九
一
（
四
六
、
〇
九
一
）

・
障
害
者
介
護
施
策

　

一
七
一
、
五
九
九
（
一
五
六
、
三
八
四
）

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　

七
．
五
〇
〇
人
増

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
　

三
八
二
人
分
増

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

六
八
箇
所
増

　

身
体
障
害
者
療
護
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
一
〇
〇
人
分
増

　

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
九
〇
三
人
分
増

・
エ
イ
ズ
対
策

　
　

一
八
．
七
〇
八
（
コ
ニ
、
二
六
八
）

・
難
病
対
策

　
　

八
八
、
四
四
五
（
八
四
、
三
六
五
）

　

治
療
研
究

　
　
　
　
　

六
四
、
五
五
八

　

対
象
疾
患

　

3
8
↓
3
9
疾
患
（
１
増
）

　

特
定
疾
患
診
療
普
及
指
導
事
業
（
新
規
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
二

　

難
病
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇

　

福
祉
施
策
の
推
進

　
　
　
　
　

八
八
九

・
臓
器
移
植
対
策

　
　
　
　

二
、
一
五
七
（
一
、
九
四
六
）

丿寸Ｏりケレ1996- 9
５θ２
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☆

　

医療保険制度改悪メニュー
今後の医療保険制度改革について（未定稿）Ｌ７月25日 医療保険審議会小委員会原文のまま］

目指すべき方向 当面の改革方策 主な施策メニュー

（1）国民医療と国民経

　　済の整合性

（2）良質かつ適切な医

　療の確保と国民医療

　の効率化

（3）医療提供体制その

　ものに踏み込んだ構

　造的な対策

（4）医療保険制度の給

　付と負担の両面にわ

　たる見直し等

Ａ　医療提供体制の見直し

Ｂ　医療保険制度の役割の

　見直し

Ｃ　医療保険制度の構造の

　見直し

づ戸千

ヰの見直し　　_ノノ
　心_.__/一一

E　診療報酬体系等の見直

　し

Ｆ　その他

　　①社会的入院の解消、病床数の見直し等

　　②医師数の見直し

　　③医療機関の機能分担と連携等（高額医療機器の適正配置）

　　④医療関係情報の充実

　　⑤その他

　　①軽医療部分についての給付の除外や給付率の引下げ

　　②室料、食事などの給付除外

　　③検査についての給付のあり方の見直し

　　④混合診療の禁止の緩和や特定療養費の弾力化・拡充

　　⑤高齢者の長期入院患者に対する給付の見直し

　　⑤診療所からの紹介がない病院受診の際の患者負担の強化

　　⑦歯科の補綴等についての給付のあり方の見直し

　　⑧現金給付のあり方についての見直し

　ア　老人保健制度の見直し

　イ　被用者保険制度の見直し

　　①保険集団のあり方の見直し（健保組合の適正規模への見直し

　　　財政調整等）

　　②標準報酬制の見直し

　　③被扶養者の位置付けの見直し

　　④任意継続被保険者制度の見直し

　ウ　国保制度の見直し

　　①保険者の責によらない保険料格差の是正

　　②広域化等による小規模保険者の安定化対策

　　③市町村国保及び国保組合の国庫補助（定率負担及び調整交付

　　　金等の見直し）

　　④年金受給者の保険料負担の見直し

）ア　患者負担の見直し

　　①高齢者の患者負担の定率化（１割、２割）

　　②被用者本人の患者負担２割

　　③全ての若年者の患者負担２割、入院２割外来３割又は３割

　　④薬剤に係る患者負担３割又は５割

　　⑤①～③について④と組み合わせた場合

　イ　医薬品の適正使用と薬剤費の適正化の観点からの薬剤に係る

　　給付の見直し

　　①薬剤に係る患者負担３割又は５割

　　②医薬品の種類に応じた給付率格差（一部給付除外を含む）の

　　　設定

　　③参照価格制度の導入

　　④償還制度の導入

　ウ　保険料負担の引上げ

　　①診療報酬のあり方の見直し

　　②薬価・薬価差のあり方の見直し

　　③審査支払いのあり方の見直し

　　①民間保険の活用

　　②予防医療、健康増進の推進

　　③末期医療における医療のあり方の見直し

　　④情報提供システムの充実　等

JI●０Φ伸翻
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介
護
保
険
法
案
の

　

修
正
意
見
ま
と
め
る

　

連
立
与
党
の
介
護
保
険
制
度
創
設
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
（
座
長
・
山
崎
自
民
党
政

調
会
長
）
は
９
月
1
7
日
、
介
護
保
険
法
案
に
対
す
る
修
正
意
見
の
概
要
を
ま
と
め
ま

し
た
。
７
月
か
ら
各
地
で
６
回
の
地
方
公
聴
会
を
開
催
し
た
の
を
受
け
て
、
与
党
合

意
の
懸
案
事
項
ご
と
に
論
点
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
市
町
村
へ

の
財
政
支
援
策
の
拡
充
お
よ
び
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
同
時
に
ス
タ
ー

ト
す
る
な
ど
厚
生
省
案
の
修
正
を
含
ん
で
い
ま
す
。

懸
案
事
項
１
、

安
定
し
た
財
政
運
営
と

円
滑
な
事
務
運
営
の
確
保
等

　

介
護
保
険
制
度
の
実
施
主
体
に
つ
い
て

は
市
町
村
と
す
る
が
、
市
町
村
の
負
担
を

軽
減
し
、
安
定
し
た
財
政
運
営
と
円
滑
な

事
務
運
営
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
制
度
実

施
後
の
見
直
し
規
定
を
置
く
。

１

　

市
町
村
に
対
す
る
財
政
支
援
の
強
化

　

要
介
護
認
定
に
係
る
経
費
の
二
分
の
一

相
当
額
を
国
は
市
町
村
に
交
付
す
る
。

　

財
政
安
定
化
基
金
を
都
道
府
県
に
置
く

と
と
も
に
、
国
・
都
道
府
県
・
第
一
号
保

険
料
で
三
分
の
一
ず
つ
負
担
す
る
。

　

第
二
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
上
乗

せ
賦
課
に
よ
る
国
保
財
政
に
つ
い
て
、
国

費
に
よ
る
財
政
支
援
措
置
を
請
じ
る
。

　

第
一
号
保
険
料
の
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
は
年
金
保
険
者
の
事
務
費
を
公
費
に
よ

り
措
置
す
る
。

２

　

市
町
村
の
事
務
負
担
軽
減
と
都
辿
府

県
の
役
割
の
拡
大

・
財
政
安
定
化
基
金
の
設
置
・
運
営

・
要
介
護
認
定
審
査
判
定
業
務
の
委
託

・
保
険
財
政
の
広
域
化
の
調
整
お
よ
び
保

険
料
基
準
の
提
示

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
調
整

懸
案
事
項
２

円
滑
な
制
度
の
施
行

　

現
金
給
付
は
当
面
行
わ
な
い
。
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
利
用
枠
の
拡
大
等
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
重
点
的
提
供
を
行
う
。

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
同
時
に
実
施
す
る
。

　

法
施
行
ま
で
に
、
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン

を
確
実
に
達
成
す
る
こ
と
と
す
る
。
法
施

行
後
は
、
新
た
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
整
備
目

標
を
策
定
し
て
計
画
的
整
備
を
進
め
る
。

　

災
害
時
の
保
険
料
・
一
部
負
担
の
減
免

措
置
、
特
別
養
誕
老
人
ホ
ー
ム
の
既
入
所

ず
者
の
一
部
負
担
金
の
経
過
措
置
な
ど
、
負

担
能
力
の
な
い
者
に
対
し
て
は
実
態
に
即

し
た
き
め
細
か
い
対
策
を
講
じ
る
。

　

老
人
保
健
施
設
、
療
養
型
病
床
群
に
つ

い
て
は
、
名
称
を
改
め
る
。
一
般
病
院
や

有
床
診
療
所
の
療
養
型
病
床
群
へ
の
転
換

を
促
進
す
る
。

　

苦
情
処
理
シ
ス
テ
ム
（
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）

の
整
備
や
情
報
公
開
を
進
め
る
。

　

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
の
推
進
を
図
る
。

　

制
度
実
施
後
、
被
保
険
者
の
範
囲
、
給

付
の
内
容
・
水
準
そ
の
他
制
度
全
般
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
見
直
し
を
行
う
。
ま

た
、
要
介
護
認
定
の
基
準
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
も
継
続
的
な
見
直
し
を
行
う
。

’
懸
案
事
項
３
。

民
間
活
力
の
積
極
活
用

・
規
制
緩
和
の
推
進
等
に
よ
り
民
間
活
力

　

の
秘
極
的
な
利
用
を
推
進
。

・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
要
件
を

　

民
間
事
業
者
・
第
三
セ
ク
タ
ー
と
従
来

　

の
公
的
セ
ク
タ
ー
と
同
一
化
。

・
地
域
の
住
民
参
加
型
非
営
利
組
織
も
積

　

極
的
に
活
用
。

・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

　

主
体
と
し
て
農
協
を
活
用
。

　

懸
案
事
項
４

社
会
保
障
構
造
改
革
ビ
ジ
ョ
ン

経団連

　

経
団
連
は
９
月
2
0
日
、
厚
生
省
の
介
護

保
険
構
想
に
反
対
す
る
意
見
書
を
ま
と
め

ま
し
た
。
意
見
書
は
、
「
現
在
提
案
さ
れ

て
い
る
介
護
保
険
構
想
で
は
、
社
会
保
障

制
度
全
体
の
改
革
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
な

い
ま
ま
に
、
先
行
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
は

に
わ
か
に
賛
同
し
が
た
い
」
と
し
て
い
ま

す
。

　

経
団
連
は
年
内
に
も
、
社
会
保
障
全
体

の
制
度
改
革
案
を
ま
と
め
る
考
え
で
す
。

・
国
民
経
済
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

　

ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
で
き
る
効
率
的

　

な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
。

・
個
人
の
自
立
を
支
援
す
る
利
用
者
本
位

　

の
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
身
。

・
公
私
の
適
切
な
役
割
分
担
と
民
間
活
力

　

の
導
入
に
よ
る
供
給
主
体
の
多
様
化
。

　

医
療
制
度
改
革
は
、
療
養
型
病
床
群
へ

の
転
換
促
進
な
ど
高
齢
者
の
介
護
と
医
療

体
系
の
合
理
化
・
効
率
化
。

、
懸
案
事
項
５

　

■

　

～
≒
♂
一

　

―

国
民
の
理
解
・
周
知
徹
底
等

　

社
会
全
体
で
要
介
誕
者
と
そ
の
家
族
を

支
え
る
と
い
う
意
識
（
介
護
マ
イ
ン
ド
）

醸
成
す
る
。

寸什白川十川
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要
介
護
患
者
の
実
績
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
調
査
か
ら
抜
す
い

　
　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
が
地
域
難
病
連
を
通
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
回
答
の
一
部
を
紹
介
し

　

ま
す
。
こ
こ
に
記
し
た
要
介
護
の
方
々
は
、
現
在
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
介

　

護
保
険
」
制
度
の
対
象
者
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、
「
保
険
料
負
担
あ
っ
て
介

　

護
な
し
」
と
い
わ
れ
る
名
前
だ
け
の
公
的
介
護
保
険
で
あ
っ
て
、
誰
も
が
必
要
な
時

　

に
必
要
な
だ
け
受
け
ら
れ
る
公
的
介
護
保
障
と
は
程
遠
い
も
の
で
す
。

　

〔
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
男
）
5
7
歳
〕

　
　
　

が
わ
か
ら
ず
、
本
人
は
も
う
少
し
様
子
を

　

ほ
ぽ
寝
た
き
り
状
態
で
３
年
問
、
介
護

　
　

見
る
と
頑
張
り
ま
す
が
、
朝
方
に
落
ち
着

は
配
偶
者
一
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
車
椅

　
　

い
て
く
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。
」

子
に
座
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
看
護
婦

　
　
　

現
在
、
自
分
で
呼
吸
し
て
い
ま
す
が
、

不
足
の
た
め
短
期
入
院
も
家
族
が
付
き
添

　
　

や
が
て
人
工
呼
吸
器
の
お
世
話
に
な
る
と

う
こ
と
が
条
件
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
地
域

　
　

思
い
ま
す
が
、
貸
し
出
し
が
受
け
ら
れ
る

に
は
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
訪
問
看
護
ス

　
　

か
不
安
で
す
。

テ
ー
シ
ョ
ン
も
な
く
、
介
護
者
は
休
む
こ

　
　
　

〔
も
や
も
や
病
（
男
）
5
2
歳
〕

と
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

配
偶
者
一
人
で
1
7
年
間
介
護
を
続
け
て

　

公
的
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
週
一
回
シ

　
　
　

い
ま
す
。
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
ら
れ
な

ヤ
ワ
ー
浴
、
週
二
回
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が

　
　

い
休
日
は
、
ほ
と
ん
ど
一
人
で
の
介
護
と

訪
問
し
て
く
れ
る
も
の
の
。
と
て
も
満
足

　
　

な
る
の
で
介
護
者
は
腰
や
手
足
の
関
節
を

の
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
8
8
歳
の

　
　

痛
め
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
気
管
切
開
し

父
親
が
同
居
し
て
い
る
た
め
、
介
護
者
自

　
　

て
い
る
の
で
、
夜
中
も
安
全
確
認
の
た
め

身
の
体
調
が
悪
く
な
っ
た
時
の
こ
と
、
父

　
　

睡
眠
不
足
で
仕
事
に
支
障
が
生
じ
て
い
ま

親
が
倒
れ
た
時
の
こ
と
を
心
配
し
、
綱
渡

　
　

す
。
ほ
と
ん
ど
自
分
の
時
間
が
も
て
な
い

り
の
心
境
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

状
態
で
す
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
送
迎
サ

　

〔
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
男
）
5
5
歳
〕

　
　
　

Ｉ
ビ
ス
が
な
く
、
ま
た
、
施
設
に
は
医
療

　

介
護
を
続
け
て
一
年
半
に
な
り
ま
す
。

　
　

の
用
意
が
な
い
の
で
、
吸
引
の
道
具
や
消

配
偶
者
一
人
で
介
護
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

毒
液
等
す
べ
て
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

　

夜
中
に
気
分
が
悪
く
な
っ
た
時
の
不
安

　
　

な
い
。
何
よ
り
も
受
け
入
れ
る
職
員
が
看

を
訴
え
ま
す
。
「
病
院
に
連
絡
す
る
目
処

　
　

護
婦
で
な
い
の
で
と
て
も
不
安
そ
う
に
さ

＼11｡|

れ
る
の
も
心
配
で
す
。

　

今
い
ち
ば
ん
望
ん
で
い
る
事
は
「
一
月

に
一
度
な
ん
て
言
い
ま
せ
ん
、
せ
め
て
三

か
月
に
一
週
間
く
ら
い
何
も
心
配
し
な
く

て
も
い
い
よ
う
な
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
た
ら
」
。
自
分
の
体
を
休

ま
せ
て
、
ま
た
次
の
日
か
ら
介
護
を
良
い

顔
で
続
け
ら
れ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ

ん
な
事
は
無
理
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

〔
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
シ
ャ
イ
ー
ド
レ
ー

ガ
ー
症
候
群
（
男
）
4
9
歳
〕

　

配
偶
者
が
介
護
を
し
て
い
ま
す
。
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
に
行
く
と
一
日
中
車
椅
子
か

寝
か
さ
れ
て
い
る
た
め
、
帰
っ
て
く
る
と

足
が
動
か
な
く
な
る
。

　

家
族
二
人
の
た
め
患
者
の
世
話
を
一
人

で
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
何
か
ひ
と

つ
行
政
に
お
願
い
す
る
の
に
も
申
請
用
紙

が
必
要
で
役
所
を
行
っ
た
り
来
た
り
、
病

院
へ
証
明
を
も
ら
い
に
と
時
間
と
体
力
が

い
る
た
め
、
も
う
少
し
簡
単
に
い
か
な
い

も
の
か
と
い
つ
も
疑
問
に
思
っ
て
い
ま

す
。

　

〔
血
友
病
（
男
）
4
2
歳
〕

　

父
母
が
介
護
を
続
け
て
刀
一
年
。
両
親
の

老
齢
化
と
病
弱
化
、
兄
が
重
度
者
で
介
誕

が
必
要
で
す
。
３
年
ほ
ど
前
よ
り
母
親
が

病
気
に
な
り
年
老
い
た
父
に
そ
の
負
担
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

年
老
い
た
父
母
を
見
て
い
ま
す
と
早
い

時
期
に
な
ん
ら
か
の
身
の
置
き
場
所
を
確

保
し
な
け
れ
ば
と
焦
っ
て
い
ま
す
。

　

〔
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
（
男
）
4
8
歳
〕

　

介
護
は
配
偶
者
が
ひ
と
り
で
一
年
。
軽

い
痴
呆
症
状
が
あ
り
、
物
忘
れ
と
か
の
区

別
が
つ
か
ず
対
応
に
困
る
。
発
病
し
て
か

ら
ま
だ
一
年
。
病
名
が
わ
か
っ
て
か
ら
日

も
浅
く
病
気
そ
の
も
の
が
わ
か
ら
な
い
。

治
る
の
か
、
ど
こ
の
病
院
が
良
い
の
か
わ

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
べ
て
が
不

安
。

　

失
業
保
険
も
な
く
、
配
偶
者
も
パ
ー
ト

に
も
出
ら
れ
な
い
状
況
で
無
収
入
。
ま
だ

生
活
保
護
も
何
も
な
い
、
と
も
か
く
入
退

院
と
一
人
通
院
で
き
な
い
の
で
そ
の
付
添

だ
け
で
精
一
杯
。

　

〔
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
女
）
5
4
歳
〕

　

六
年
、
娘
さ
ん
が
介
護
を
続
け
て
い
る
。

　

介
護
者
が
腰
痛
、
腱
鞘
炎
な
ど
身
体
的

不
健
康
な
状
態
の
時
で
も
、
代
わ
っ
て
介

護
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
の
で
続
け
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
か
な
か
入

院
も
で
き
な
い
。
緊
急
の
時
に
行
政
の
対

応
が
ま
っ
た
く
期
待
で
き
ず
、
介
護
者
の

立
場
も
、
病
人
の
立
場
も
全
然
理
解
し
よ

う
と
は
し
て
い
な
い
。

　

将
来
の
不
安
と
し
て
、
介
護
者
の
体
力

に
自
信
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
も
し

介
護
者
が
大
き
い
病
気
に
な
っ
た
時
、
介

護
を
お
願
い
す
る
所
も
、
ま
た
経
済
的
に

も
無
理
で
あ
る
。
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患
者
の
災
害
復
興
住
宅
へ
の

　
　

優
先
入
居
の
願
い
実
ら
ず

　

阪
神
大
震
災
か
ら
一
年
半
が
過
ぎ
ま
し

た
。
「
神
戸
ま
つ
り
」
が
復
活
し
、
青
天

井
の
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
目
差
し
も
ま
ぶ

し
く
日
傘
が
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。

　

復
興
の
歩
み
は
遅
く
、
県
民
の
思
い
通

り
に
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
た
び

大
震
災
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
被
災
者
に

対
し
災
害
復
興
（
賃
貸
）
住
宅
の
募
集
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
募
集
は
、
仮
設
住
宅
人
居
者
に
募

集
戸
数
の
６
割
の
枠
を
確
保
し
、
そ
の
３

割
を
優
先
順
位
（
別
表
）
に
も
と
づ
い
て

抽
選
を
行
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
内
で
家
屋
が
全
半
壊
の
被
害
を

受
け
た
難
病
、
長
期
慢
性
疾
忠
忠
者
は
県

難
病
連
の
調
査
で
約
千
四
百
人
に
の
ぽ
っ

住宅の復興ままならず

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
仮
設
住
宅
に
入
居

で
き
た
家
族
は
二
百
四
吐
帯
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
苦
し
い
闘
病
生
活
だ
け
で
な
く
、
慣

れ
な
い
土
地
で
の
仮
住
ま
い
は
、
療
養
生

活
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
難
病
連
は
被
災
者
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
居
の
確
保
を
求
め
、
大
震
災
直
後

か
ら
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
協
力
を
求
め
運
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
9
5
年
３
月
、
厚
生
省
社
会

・
援
誕
局
に
、
応
急
仮
設
住
宅
の
優
先
人

居
の
取
扱
に
つ
い
て
「
身
体
障
害
者
に
該

当
し
な
い
難
病
患
者
に
つ
い
て
も
、
本
人

の
病
状
・
病
態
・
本
人
の
状
況
等
を
勘
案

し
て
、
個
別
ヶ
Ｉ
ス
と
し
て
適
切
に
対
応

す
る
こ
と
」
と
す
る
通
知
を
出
さ
せ
る
成

果
を
あ
げ
ま
し
た
。
こ
の
通
知
が
今
回
の

災
害
復
興
住
宅
の
優
先
順
位
に
適
用
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
要
望
書
を
県
に
提
出
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
も
厚
生
省
お
よ

び
建
設
省
に
対
し
、
難
病
忠
者
を
重
度
障

害
者
と
同
様
に
優
先
順
位
の
第
一
順
位
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
が
、
昨
年
の
応
急
仮
設
住
宅
の
優

先
入
居
の
収
り
扱
い
事
項
は
緊
急
措
置
で

あ
っ
て
、
恒
久
住
宅
に
つ
い
て
は
認
め
ら

れ
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。

　

難
病
対
策
事
業
が
国
の
事
業
で
あ
る
に

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
和
郵
便
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
二
六
七
八
号
（
毎
週
月
・
火
・

木可
・
金
発
行
）
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JPC

協力会員募集

　

ＪＰＣを財政的に支える協力

　

会員、今年度目標は1000口。

　

輪を大きく広げてください。

　

加入をお待ちしています。

特典：海外研修派遣

　　　　

（全国交流集会で抽選）

　　　　

機関紙

　　　　

「ＪＰＣの仲間」

会費：年間１ロ

　　　　

3000円（何口でも可）

申込：各加盟団体または

　　　　

ＪＰＣ事務局

　

郵便振替00150-5-90655

　　　　　

JPC事業部

も
か
か
わ
ら
ず
、
法
制
化
さ
れ
て
い
る
身

障
福
祉
法
と
同
様
に
扱
わ
れ
な
い
と
い
う

矛
盾
を
い
ま
だ
に
克
服
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
今
回
の
よ
う
な
緊
急
時
の
対
応

に
つ
い
て
難
病
対
策
の
法
制
化
を
推
進
す

る
の
か
、
他
の
方
策
を
考
え
る
の
か
議
論

優先順位

　

第１順位

①70歳以上の者のみの世帯（単身者を含む）

②いずれか一方が70歳以上の世帯のみの世帯

③70歳以上の者と18歳未満の児童のみの世帯

④70歳以上の者と中度以上の障害者のみの仙涯

⑤重度障害者のいる世帯

第２順位以下

　

略

の
別
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
困
難
に
直
而

し
て
い
る
難
病
、
長
期
慢
性
疾
患
患
者
の

立
場
に
た
っ
て
考
え
た
時
、
抜
本
的
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
難
病
対
策
の
法
制
化
と
い

う
道
も
ひ
と
つ
の
解
決
策
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
◆

　

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
茨
城
県

支
部
よ
り
五
万
円
、
全
国
心
臓
病
の
子
供

を
守
る
会
の
落
合
希
子
さ
ん
よ
り
三
十
万

円
。
高
知
県
難
病
連
筋
無
力
症
友
の
会
よ

り
十
二
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

何
よ
り
も
人
間
の
尊
厳

が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を

願
い
、
社
会
保
障
制
度
改

悪
に
反
対
す
る
１
１
’
1
0
集

会
成
功
の
た
め
、
み
な
さ

ん
の
上
京
待
っ
て
ま
す
。

a
i
丁
f
e

　

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　

頒
価
三
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